








この補間手法では，２つのパラメータを ,x a 10.21= = と設定することで，シフト線形補間（shifted-linear in-
terpolation）を再現することができる。ここでは，このパラメータの組み合わせ以外に， , .x a 0 580.21= = と設定
した場合に，シフト線形補間と同様の精度で信号の補間を行うことができることに注目する。シフト線形補間で











































ある関数 ( )f x を標本化間隔 T で離散化して得られるサンプル値列を [ ] ( )f n f nT= とする。線形補間では，補
間により得られる連続関数 ( )xfT は
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[ ] .kf n c k n k c k n2 2
e ek z k z
1 1 2 2= - + -{ {! !6 6 6 6@ @ @ @
パラメータ x と a は，それぞれシフトと対称性を表す。任意の x R! に対して，これらの基底関数は “partition
of unity” と呼ばれる性質を満足する。この性質は以下のように書ける。
{ ( ) ( )} .x n x n2 2 1
ezn
1 2- + - ={ {!
< 1+x a の場合は，係数列 c1と c2 は以下の式により求められる。
[ ] ( ) [ ] ( ) [ ],c n f n f n2 2 1 1 2 21 = - - + - - - +x a x a
[ ] ( ) [ ] [ ]c n f n f n1 2 2 2 12 = + + - +a a
これらの手順は FIR フィルタでの実現が可能である。信号分解・再構成全体の手順はフィルタバンクの形とし
て図２のように描ける。分解のためのフィルタ 1Uu および 2Uu は以下のように表される。
( ) ( ) ( ) ,z z z2 11 2= - - - - -x a x aUu
( ) ( )z z z12 2= + -a aUu
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1$+x a の場合は，分解回路 1Uu および $ 2Uu は以下のようになる。
( )
( )( ) ( )
( ) ( )( )
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提案手法を評価するために，パラメータ x と a について，様々な値の組み合わせをこれら３つの画像に適用
して評価した。図６は，パラメータ x と a を変化させた場合の，ピーク SN 比の振る舞いを示している。図６
より，シフト線形補間の場合 ( . , )x a0 21 0= = に最も良いピーク SN 比が得られていることがわかる。実際，再
構成された画像は，図３，図４及び図５に示されるようにシフト線形補間の場合が最も精度が高く，図３
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 Original  Linear




 Original  Linear
 Shifted-Linear  x=0.21，a=0.58
図４：画像“Baboon”：原画像と回転画像
 原画像  線形補間




 Lena; white=28dB, black=22dB or less
線形補間: 22.0dB, シフト線形補間: 28.1dB, 提案手法: 27.6dB
　Baboon; white=18.5dB, black=15dB or less
線形補間: 16.2dB, シフト線形補間: 18.6dB, 提案手法: 18.0dB
　Particles; white=13.5dB, black=10dB or less
線形補間: 10.6dB, シフト線形補間: 13.3dB, 提案手法: 12.8dB




















.x 0 21= ， .a 0 58= の場合には，２つの異なる基底関数を用いていることから，２つの異なる振る舞い，が考
えられる。の場合はシフト線形補間よりも発振の幅が小さく，また，の場合には全く発振していない。こう
した結果が，表１にあるように，画素値の存在範囲を小さくしている。







提案した関数基底とそのパラメータ x, a の組み合わせについては，数学的にさらに検討する必要がある。ま
た，３つ以上の異なる関数基底を用いた場合についても今後検討する予定である。
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